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昭
和
20
年（
１
９
４
５
）の
終
戦
に
よ

り
、
日
本
で
は
徴
兵
制
度
が
廃
止
さ
れ

た
。
そ
れ
ま
で
は
、
青
年
男
子
は
満
20

歳
に
な
る
と
徴
兵
検
査
を
受
け
る
こ
と

が
義
務
で
あ
り
、
合
格
す
れ
ば
現
役
2

年（
海
軍
3
年
）の
兵
役
が
課
せ
ら
れ
て

い
た
。＊1

本
学
卒
業
生
で
声
楽
の
教
員
で
あ
っ

た
波
多
野
靖
祐
は
、
学
生
時
代
の
昭

和
15
年（
１
９
４
０
）甲
種
合
格
で
現
役

入
隊
し
た
。「
訓
練
時
の
号
令
調
整
の

後
は
喉
が
心
配
で
人
知
れ
ず
こ
っ
そ
り

発
声
を
や
っ
た
り
、
暇
が
あ
る
と
独
り

で
第
九
の
ソ
ロ
も
コ
ー
ラ
ス
も
歌
っ
た

り
し
て
、
頭
の
中
は
何
時
も
国
立
の
自

然
が
広
が
り
、
た
ま
ら
な
く
懐
し
か
っ

た
。国
立
に
は
徴
兵
猶
予
制
度
が
な
か
っ

た
か
ら
、
男
子
学
生
は
絶
え
ず
誰
か
が

行
っ
た
り
、
帰
っ
て
来
た
り
し
て
い
た
。

不
幸
に
も
戦
死
さ
れ
た
方
も
い
る
…
」

当
時
の
学
院
の
状
況
が
窺
わ
れ
る
。
学

院
は
各
種
学
校
の
た
め
、
大
学
、
高
等

学
校
、
専
門
学
校
の
よ
う
な
徴
兵
猶
予

制
度
が
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

昭
和
16
年（
１
９
４
１
）太
平
洋
戦
争

が
始
ま
り
昭
和
20
年（
１
９
４
５
）8
月

の
終
戦
ま
で
の
間
、
演
奏
活
動
は
国
家

目
的
に
そ
っ
た
も
の
が
要
求
さ
れ
、
自

由
な
演
奏
活
動
は
制
限
さ
れ
た
。

学
院
で
は
こ
の
時
局
へ
の
対
応
と
し

て
、
昭
和
16
年（
１
９
４
１
）9
月
に「
報

国
隊
」
を
結
成
し
、
軍
需
工
場
や
病
院

へ
の
慰
問
演
奏
を
始
め
た
。
記
録
に
よ

る
と
、
昭
和
17
年（
１
９
４
２
）10
月「
東

京
高
等
音
楽
学
院
白
衣
勇
士
・
産
業
戦

士
慰
問
演
奏
会
」（
松
本
）、
昭
和
19
年

（
１
９
４
４
）
3
月
「
立
川
陸
軍
獣
医
資

材
本
廠
慰
問
演
奏
会
」（
立
川
）
な
ど
。

こ
れ
は
一
部
で
あ
る
が
、
ト
ラ
ッ
ク
に

ブ
ラ
ス
・
バ
ン
ド
を
の
せ
て
慰
問
に
回

り
昼
の
休
憩
時
間
に
演
奏
し
た
。
ま

た
、
時
局
に
対
応
し
た
演
奏
会
へ
の
参

加
。
そ
の
他
、
日
本
交
響
楽
団
と
の
定

期
演
奏
会
、
特
別
演
奏
会
で
の
共
演
は

毎
年
続
け
ら
れ
て
い
た
。

昭
和
20
年
（
１
９
４
５
）
3
月
東
京
大

空
襲
、
4
月
立
川
空
襲
、
6
月
沖
縄
守

備
軍
全
滅
。
東
京
で
は
警
戒
警
報
、
空

襲
警
報
発
令
が
頻
繁
に
な
っ
て
き
た
。

そ
う
し
た
な
か
、
昭
和
20
年（
１
９
４
５
） 

6
月
13
・
14
日
の
日
本
交
響
楽
団
第 

２
６
７
回
定
期
公
演
が
行
わ
れ
、
こ
れ

が
戦
中
の
最
後
の
演
奏
会
と
な
っ
た
。＊2 

曲
は
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
《
第
九
交
響
曲
》

会
場
は
日
比
谷
公
会
堂
。
5
時
半
開
演
。

こ
の
演
奏
会
で
ソ
リ
ス
ト
の
変
更
と

い
う
ハ
プ
ニ
ン
グ
が
あ
っ
た
。
学
院

の
教
員
で
あ
っ
た
岡
本
敏
明
に
よ
る
と
、

「《
第
九
》
の
合
唱
プ
ロ
ー
ベ
が
尾
高
尚

忠
の
指
揮
で
行
な
わ
れ
て
い
た
。
警
報

下
な
の
で
オ
ケ
も
合
唱
も
集
ま
り
が
悪

い
の
は
当
然
で
あ
る
が
、
時
間
も
な
い

の
で
尾
高
は
第
4
楽
章
の
タ
ク
ト
を
振

り
始
め
た
。
ひ
と
し
き
り
合
唱
が
フ
ロ

イ
デ
を
歌
い
、
そ
の
あ
と
ソ
ロ
・
ク
ヮ

ル
テ
ッ
ト
で
キ
ュ
セ
・
ガ
ー
ブ
・
ジ
ー
・

ウ
ン
ス
・
ウ
ン
ト
・
レ
ー
ベ
ン
の
と
こ

ろ
で
ソ
プ
ラ
ノ
ソ
ロ
の
声
が
な
い
の
に

気
づ
い
た
指
揮
者
は
「
誰
か
合
唱
団
の

ソ
プ
ラ
ノ
で
ソ
ロ
の
経
験
者
は
い
な

い
か
」
と
合
唱
責
任
者
で
あ
る
筆
者
に
。

即
座
に
校
内
演
奏
や
慰
問
演
奏
で
ソ
ロ

は
経
験
済
の
竹
村
令（
現
国
立
教
授
）を

推
薦
。
何
の
破
綻
も
な
く
代
役
を
全
う

し
、
本
番
に
な
っ
て
も
正
ソ
リ
ス
ト
の

姿
は
見
え
な
か
っ
た
の
で
、
そ
の
ま
ま

こ
の
代
役
で
見
事
や
り
と
げ
た
。」
ソ
リ

ス
ト
の
三
宅
春
恵（
ソ
プ
ラ
ノ
）は
横
浜

に
空
襲
が
あ
り
、
当
日
会
場
に
来
る
こ

と
が
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

昭
和
20
年（
１
９
４
５
）8
月
15
日
に

終
戦
。
こ
の
年
の
12
月
30
日（
日
）に
戦

後
最
初
の《
第
九
交
響
曲
》が
、
ロ
ー
ゼ

ン
ス
ト
ッ
ク
指
揮
、
日
本
交
響
楽
団
、

合
唱
は
東
京
放
送
合
唱
団
、
国
立
音
楽

学
校
＊3
、
玉
川
学
園
に
よ
り
ラ
ジ
オ
第

一
放
送
で
午
後
1
時
か
ら
放
送
さ
れ
た
。

＊1	 昭和2年(1927）の兵役法による。『新編日本史辞典』東京創元社　1992
＊2	 西村理：「戦中最後の演奏会はいつだったのか？1945年6月　日響定期公演のベートーヴェンの《第9》」『フィルハーモニー』79巻2号（2007.2）
＊3	 国立音楽学校：昭和17年（1942）に東京高等音楽学院は学校名の変更を行った。

染谷  周子

�	
そ
め
や 

か
ね
こ
　
演
奏
し
た
い
曲
を
演
奏
で
き
な
か
っ
た
戦
時
中
の

学
生
た
ち
。
徴
兵
制
度
の
な
い
平
和
な
時
代
が
続
い
て
ほ
し
い
。

戦時中の
東京高等音楽学院（現・国立音楽大学）
戦時中最後の日本交響楽団（現・NHK交響楽団）定期公演 

ベートーヴェン《第九交響曲》に出演したが…
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